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研究成果の概要（和文）：本研究では、観光資源に対する訪問者の社会的評価が、資源までの距離によって異な
り、景観や祭事といった異なる性格の資源は、距離毎の評価パターンも異なることを解明した。さらに、時間距
離によって評価が変化する理由と、各資源について高／低評価する人々の分布の特定を行った。また、SWOT分析
により着地型観光における多世代参加型の資源管理モデルを構築した。資源管理に活用される世界農業遺産等の
制度や自然資源に対する認識等についても調査を行い、地域内外の住民や異なる世代の関係者の認識の差異を考
察し、多世代参加型のマネジメントを促進するための知見として結果は国際学会や学術誌において発表を行って
いる。

研究成果の概要（英文）：This study demonstrated that visitors' evaluation of tourism resources 
varies depending on the distance to the resources, and that individual types of resources, such as 
scenery and festivals, have different evaluation patterns. Furthermore, we identified the reason why
 the evaluation varies with distance, and the distribution of people who rate each resource 
highly/lowly. For the resource management methods, a SWOT analysis was conducted to develop a local 
tourism resource management model for multi-generational participation. We also conducted a survey 
on the awareness on natural resources and the regional designation systems used for resource 
management, and analyzed the differences between residents and visitors, and between actors of 
different generations. The results were presented at international conferences and published in 
academic journals as knowledge for promoting multigenerational participatory management.

研究分野： 都市地域環境学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、学術的には地域資源マネジメントにおける資源と資源管理者や訪問者の関係性に関する理論の
発展に貢献する。国際的な比較研究にも応用可能な方法論を構築しており、今後は国内外の地域を対象とした国
際共同研究として発展することが期待できる。社会的には、各地域の着地型観光事業について、小規模な事業者
が運営することも多い状況において、規模に頼らずに事業を持続的に運営、継承することが求められており、訪
問者の資源への社会的評価を的確に把握し、訪問者も巻き込む多世代参加型の資源管理を行う際に有用な知見を
提供する点で意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

現地集合、現地解散の形態をとる着地型観光やアジア観光客の個人旅行が増加する中で、自由

に移動する訪問者が増え、観光資源までの距離と資源の評価の関係性が注目されている。

Destination Management Organization (DMO)等の事業運営側は観光資源について、学習、教育、

レクリエーション等の観点からの社会的評価を把握し、資源について戦略的に投資、情報発信を

行う必要がある。一般に観光資源の評価は、訪問者による価値付けの総合得点や、訪問者数等で

なされる。それらは資源の順位付けに活用される。しかし、既存の集約的な評価方法は、資源ま

での距離毎に異なる評価がなされうることや、景観や祭事等の資源の種類により、距離毎の評価

が異なるパターンを描く可能性 (Kohsaka,Uchiyama 他 2015)等を考慮できていない。着地型観

光事業は、小規模な事業者が運営することも多い。従って、規模に頼らずに事業を持続的に運営、

継承するには、訪問者の資源への社会的評価を的確に把握し、訪問者も巻き込む多世代参加型の

資源管理を行うことが求められる。 

既往研究では、主に観光資源の集約的評価の分析が試みられ、評価の高い／低い資源の分布が

分析されている。他方で、その評価を行う主体に注目した分析で、景観や祭事等の異なる性格の

資源を対象とした、居住地から資源までの距離毎の評価の解析は限定的であり課題となってい

る。研究代表者は先行研究 (Uchiyama & Kohsaka 2016)において、評価と距離の関係性を先駆的

に分析した結果、観光資源への距離によって、資源への評価が変化することを明らかにした。さ

らに、その評価の変化パターンは景観や祭事といった資源の種類毎に異なることを解明した。そ

のパターンの解明は効果的な観光資源管理に直結する。実距離に着目した先行研究では、時間距

離と評価の関係性の解明が課題として残された。また、研究成果の普遍性の検証には、年齢等の

個人属性に応じた評価パターンと、距離毎に評価が変化する理由の解明も必要である。 

そこで本研究では、まず、住民を主な対象とした先行研究に対して訪問者も対象に含め、景観

資源や、生態系に依拠した祭事などの多様な観光資源を一括りにせず、時間距離と種類によって

異なる評価パターンを明らかにすることを主目的とした。 

 

２．研究の目的 

以上の背景を踏まえて、具体的には以下①～④の課題に取り組んだ。各課題に関する目的は次

の通りである；①観光資源に対する訪問者の社会的評価が、資源までの距離によって異なり、景

観や祭事といった異なる性格の資源は、距離毎の評価パターンも異なることを解明する。そのう

えで、②時間距離によって評価が変化する理由、③各資源について高／低評価する人々の分布の

特定と、SWOT 分析により、④着地型観光における多世代参加型の資源管理モデルを構築する。 

対象地域は石川県とした。同県の能登地域は世界農業遺産認定を受け、主要都市の金沢市は生

物文化多様性のまちづくりを掲げるなど、観光資源の情報蓄積が進んでいる一方で、過半の自治

体で少子高齢化が全国平均以上に進行している。 

本研究の特徴としては以下の 5点がある； 

・観光資源を一括りにしない：観光資源は学習、教育などを含む多様な観点から評価されるが、

景観や祭事など資源の種類も多様である。そこで、資源の種類毎に社会的評価と時間距離、個

人属性等との関係性を解明し、資源の種類に応じた潜在的管理者とその分布を明らかにする。 

・時間距離と社会的評価の関係性解明：時間距離と評価の関係性を基に、資源の種類毎の管理体  

制を考察するという新たなアプローチを導入する点に独創性がある。これは、申請者ら

(Kohsaka,Uchiyama 他 2015; Uchiyama & Kohsaka 2016)の先行研究で課題として残されてい



た。 

・社会的評価を行う主体に着目：本研究は、観光資源の評価者に着目した分析により、資源への

時間距離、種類毎に社会的評価パターンを特定できる点に特色がある。そのパターンの解明は、

観光資源管理における効果的な投資先、連携主体を把握できるといった点で有用である。 

・現象の把握と要因解明による成果の普遍性検証：社会的評価という現象を単に描写するのでは

なく、その評価がなされた要因についても考察し、対象地域独自の要因や、他地域にも当ては

まり得る要因を解明し、研究成果の他地域への応用可能性を担保する点に意義がある。 

・観光資源管理の関係者の広域連携促進：各資源について高評価をする人々の分布は、自治体の

境界を越えて広がることも想定される。その広がりは、資源の参加型マネジメントの潜在的な

参加者の分布としても捉えられる。資源管理の動機を有する関係者による機能的なマネジメ

ントが可能な範囲を特定し、具体的な連携方針の策定に貢献しうる。 

 

３．研究の方法 

前頁までに示した①～④の研究課題を遂行するために、まず対象地の石川県の各観光資源に

ついて、資源への訪問者を対象としたアンケート、ヒアリング調査等を通じて、歴史、文化、レ

クリエーション等の観点からの資源の評価を明らかにし、①時間距離と評価の関係性を分析し

た。その結果を踏まえて、②時間距離によって評価が変化する理由の調査・分析を、追加調査に

よって行った。続いて、③各資源について高／低評価をする人々の分布の解析を行った。最終的

に、各資源について、③で特定した資源管理の潜在的な関係者と保全への意識の低い関係者の分

布を重ね合わせ、SWOT 分析により考察し、④社会的評価を踏まえた多世代参加型の資源管理モ

デルの構築に向けて成果を取りまとめた。 

[平成 29-30 年度] 

①時間距離と評価の関係性の分析： 

・石川県における観光資源について、世界農業遺産等においてリスト化されている資源を対象

に、観光資源の地理情報データを整備した。 

・県内外の住民による観光資源に対する評価について、アンケート調査を実施する。調査では、

社会的評価（学習、教育、レクリエーション等の観点）について、能登の千枚田や、キリコ祭

り等の具体的な資源への評価を明らかにした。最初に試験的調査を実施したうえで、本調査を

行った。 

・調査結果を基に、資源の種類毎の評価と時間距離の関係性を多変量解析により解明した。 

その際、先行研究による距離と評価の関係性の仮説を検証した。(例：景観資源は、近隣およ

び遠方の住民によって比較的高く評価される)また、周辺環境（土地利用、市街地、文化施設

へのアクセス等）、回答者の年齢等の属性と評価の関係性も多項ロジット回帰分析により分析

した。 

・住民・訪問者の観光資源への評価に関する石川県の最新の調査、学術研究の結果と本研究の結 

果を比較し、得られた結果の妥当性を検証した。 

②時間距離によって評価が変化する理由の調査分析： 

・近隣と遠方の両住民による評価が高い景観資源が特定されているが、評価を高める方策や、参

加型の資源管理体制を考察する際に、そのような結果となった理由の解明が課題として残さ

れており、本研究では、①の調査に加えて、追加調査を実施し、時間距離と社会的評価との

関係性において、資源の種類毎に特徴が表れる要因を分析する。 

[平成 30-31 年度] 



③各資源について高／低評価する人々の分布の解析： 

・時間距離、回答者属性と評価の関係性の分析結果を基に、各資源について高／低評価する人々

の分布を特定する。回答者属性のうち、国勢調査等によって得られる基本的な属性（例：年

齢、性別、職業等）と、社会的評価に有意な相関が把握された場合、その属性を有する人口

の分布を基に、各資源について高／低評価する人々の分布をより広域で分析する。 

[最終年度] 

④時間距離ごとの評価を踏まえた資源管理モデル構築： 

・観光資源管理の主体（自治体、民間組織等）およびその連携主体の分布データを整備する。 

・参加型の資源マネジメントに潜在的に関わり得る、各資源の管理に関心の高い／低い関係者像

を、時間距離、住民属性、各資源を評価する理由等を基に考察し、SWOT 分析により資源管理

の課題と可能性を分析する。 

・現状の観光資源管理の主体と、管理に貢献する潜在的な関係者の分布ならびに関係者像を踏ま

えた資源管理モデルを、観光資源の類型毎に構築する。 

・成果を資源管理主体に還元し、着地型観光、まちづくりへの応用可能性について聞き取り調査

を実施。資源評価法から管理体制を含む資源管理モデルを構築。 

 

４．研究成果 

 ①～④の目的に対応する成果を以下に示す。 

(1) 時間距離と評価の関係性の分析： 

石川県における観光資源について、世界農業遺産等においてリスト化されている資源を対象

に、学習、教育、レクリエーション等の各観点について、地域内外の訪問者による社会的評価等

をアンケート調査で明らかにした。調査結果を基に、資源の種類毎の評価と、居住地からの時間

距離の関係性を多変量解析により解明した。調査結果は、訪問者の観光資源への評価に関する同

県の最新の調査や学術研究の結果と比較し、結果の妥当性や位置づけを検証した。 

(2) 時間距離によって評価が変化する理由の調査分析： 

石川県能登地域を対象とした、実際の距離と評価の関係性の先行研究 (Uchiyama & Kohsaka 

2016) において、近隣と遠方の両住民による評価が高い景観資源が特定されているが、評価を高

める方策や、参加型の資源管理体制を考察するには、その結果が生じた理由の精査が課題となる。

そこで本研究では、(1) の調査に加えて、追加調査により、時間距離によって異なる評価がなさ

れる理由（希少性、愛着、アクセス性等）を特定した。 

(3) 各資源について高／低評価する人々の分布の解析： 

(1)の調査結果を用い、資源までの時間距離を含む回答者の属性と評価の関係性を分析し、得

られた結果を基に、各資源について比較的高い／低い評価をする人々の分布を特定した。特定さ

れた地理的範囲は、各資源の保全に対する関心の高い／低い地域として捉えられるものである。 

(4) 時間距離に応じた評価を踏まえた資源管理モデルの構築： 

時間距離と個人属性について、観光資源への評価との関係性を(1)～(2)において明らかにし、

各資源の保全に対する関心の高い／低い地域を(3)で明らかにした。そのうえで、実際の観光資

源管理の主体（自治体、民間組織等）の分布を踏まえ、着地型観光における資源マネジメントに

潜在的に関わり得る、または課題を抱える関係者像を、時間距離、個人属性、資源の評価理由等

を基に考察した。その結果を基に、SWOT 分析の手法を活用して観光資源の種類毎の資源管理モ

デルを構築した。多世代参加型のマネジメントにおいては、資源に対する世代間の認識、意識の

差を理解、共有したうえで、ミスコミュニケーションを避けながら管理の方針を構想していくこ



とが求められる。そのようなニーズに対しても、自然資源を対象とした補足的な調査を行い、世

代間での経験や環境の差異等を起因とした資源管理行動に対する認識の差を分析し、多世代参

加型の資源管理行動を促す際に有用な知見を得ることができた。本研究では、論文や学会発表に

おける成果の発信に加えて、国際的な地域資源マネジメントに関する国際プロセスにおいても

発信を行っている。具体的には、生物多様性および生態系サービスに関する政府間科学政策プラ

ットフォーム（IPBES）についてはアジア太平洋地域の評価報告書作成に執筆協力者として参画

した。また、国連環境計画（UNEP）の若年層向けの地球環境概況（GEO-6）には、第 4章の主執

筆者として貢献し、地域資源マネジメントに関する研究成果を国際的に還元している。さらに、

関連する研究成果として、DMO を対象とした調査分析の結果についても考察を行った。研究期間

中に形成した国際ネットワーク等を活用することにより、今後は本研究の分析手法及び結果の

国際的な普遍性等を検証することにより、地域資源マネジメントにおける資源と資源管理者や

訪問者の関係性に関する理論のさらなる発展にも貢献することを目指す。既にアジア及び欧州

地域の研究者と今後の研究計画の立案を進めており、現地での調査が困難となるリスクも考慮

しつつ、国際的な研究を深化させることも今後の課題である。 
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